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甲状腺リ ン パ 管造影法 くT h y r o id L y m ph o g r a p h y ， T L G l に お け る油性造影剤リ ピオ ド
ー ル くヨ ー

ド化 ケ シ油肪酸 エ チ ル エ ス テルフ の 甲状腺内の 拡が り お よ び 甲状腺内の リ ン パ 管の分布 に つ い て， 組織学

的に 検討した ． 方法は
，
全身麻酔下 の維種成犬を用い ， 甲状腺実質内に 1 ％硝酸銀溶液お よ びリ ピオ ド

ー

ル を注入 し た後， 摘 出し， H E 染色， ア ザ ン 染色， オ イ ル レ ッ ド 0 染色 を行い 組織学的検討を行 っ た． ま

た
，
T L G 施行後に 手術 した ヒ ト甲状腺結節状腰痛く以下， 甲状腺結酎 切除標本に も 1 ％硝酸銀溶液 を注

入 し， 同様 な検討 を行 っ た ． その 結 軋 イ ヌ お よ び ヒ トの甲状腺内の リ ン パ 管は， 硝酸銀溶液 で そ の 壁が

褐色に 染色され た 特有 な形を呈 して 識別 され た． また ， リ ピオ ド
ー ル は オイ ル レ ッ ド 0 染色で赤色の細か

い 粒子 と して染色さ れ， 濾胞間の 問質か ら毛 細リ ン パ 管に 達 し， リ ン パ 管内 を流れ て次第に 大き く な り，

被膜下 お よ び被膜 リ ン パ 管 に至 る経過が観察さ れ た．

一

九 ヒ ト甲状腺結節切除標本で は， 注入 した硝酸

銀溶液が切除断端よ り 流出 して し ま い リ ン パ 管 を染 める こ とが困難で あ っ たが ， リ ピオ ド
ー ル の 粒子 は濾

胞腺腰 の 被膜 や乳頭痛の 被膜様結合組織内に 見 られ， 結節内に は殆 ど見 られ な か っ た ． また
，
T L G の 造影

所見に つ い て 多変量解析を行い ， T L G に よ る甲状腺結節の 診断の 客観化お よ び数量化を検討 した． 方法 は，

甲状腺結節 120 例く濾胞腺脛 38 例， 腺腫様 甲状腺腰 19 例， 慢性甲状腺炎2 例， 乳頭癌 57 例， 濾胞癌4 例フ

の T L G の 造影所見 を分析 し， 結節 の 数， 形， 結節辺繚の 性状 な どに 関す る普遍的な所見12 項目に つ い て ，

コ ン ピ ュ ー タ ー

を用 い て数量 化理論工I 類 に 従っ た多変量 解析 を行 い ， 甲状腺結節の良悪性の診断を試み た．

その結果， 甲状腺結節の 良悪性の 診断に 重要な造影所見 は，r球状の結節であるい 八 つ 頭状の結節であるJ ，

r甲状腺全体 に網状構造の乱れ があるJ ， 仁結節の辺 緑が明瞭であるJ ， r 結節の被膜陰影が描出さ れ るJ ， r 多

発性の 結節 であ るJ の 6 項目で あ っ た ．
こ の 6 項目 を用 い た多変量解析 に よ る良悪性の 正診率は 9 7 ．7 ％

で あり， T L G 造影所見の 多変量解析 は甲状腺結節の 診断に 非常に 有用 で ある と考 えられ た．

K e y w o r d s t h y r oid ly m p h o g r a p h y ， m ulti v a ri a t e
－ a n al y sis ， th y r oid t u m o r

甲状腺疾患の 形態学的診断法 と して， 今 日， 軟 X 線

撮臥 甲状腺 シ ン チ グ ラ フ ィ ー

， 超音波診断， C T ス

キャ ン
， 甲状腺 リ ン パ 管造影， 血 管造影 な どが 行わ れ

ている が
，
こ の 中で 甲状腺リ ン パ 管造影法 くT h y r oid

L y m ph o g r a p h y ， T L G l は ， 手技が 簡便 で 特別 な設備

を必要とせ ず， しか も甲状腺腫瘍 お よ び そ の 周辺 を全

体像と して把握 でき る こ とか ら ， 臨床的に 広 く利用 さ

れてい る．

リ ンパ 管造影法 に は 直接法と間接法が あ り， 直接法

は195 2 年 K i n m o th llが 下肢 リ ン パ 管造影法 に 成功 し

てから
， 臨床的に 広く 行わ れ るよ う にな っ た ． しか し，

頸部リ ン パ 管 に 関 して ， 直接法
21 は困難 で満足 な造影

A b b r e vi ati o n 二 T L G
，
th y r oid ly m p h o g r a p h y ．

は得 られ な か っ た た め ， 間接法 が 見直さ れ る よ う に

な っ た
3I

．

頸部リ ン パ 管の 間接造影法と して Ei c k h o ff
4 料 は 甲

状腺 に 水溶性造影剤ウ ロ グラ フ イ ンを注入 し甲状腺像を

得た が
，
こ の 方法 は造影剤が水溶性で ある た め， 注入

後， 瞬時 に 拡散消失 して しま い ， 臨床的応用 に は至 ら

なか っ た
．
1 9 68 年S t e r n s ら6 卜 81 はイ ヌ 甲状腺 に 油性造

影剤リ ピオ ド ー ル を注入 し， 甲状腺お よ び頸部 リ ン パ

節 を造影す る こ と に 成功した ． 本邦 で も ほぼ 同時期 に

的場ら別
1 0I は臨床例で これ を行い ， リ ピオ ド ー ル 注入 に

よ り， 甲状腺お よ び頸部リ ン パ 節を造影 した． 的場は

本法が甲状腺お よ び頸部リ ン パ 節病変の 診断に 応用 で
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きる と考 え， T h y r o id L y m p h o g r a p h y くT L G l と名付

け と紹介 した．

しか し， その 後 T L G は， 頸 部 リ ン パ 節病変の 診断 に

関して 限界 川 が あ る こ と か ら ， も っ ぱら 甲状腺内病変

の 診断に 用 い ら れる よう に な っ た ．
すな わ ち

，
B e al e s

1 2 1

をは じ め諸家
1 3 ト ヰ3I に よ る 多くの 検討が 行わ れ， 甲状腺

疾患に よ り種 々 の 特徴的な造影所見 を呈 す る こ とが 報

告さ れ た． さ ら に ， 江崎
1 3I
， 河西 ら

1 6 ト 糊
は的場 の 行 っ

た結節外注入法 に加 え， 結節内注 入法 を紹介し， 細谷

ら
2 引
も 嚢胞内に ウ ロ グ ラ フ イ ン を注入 す る甲状腺嚢胞

リ ン パ 管造影 T h y r o id C y st L y m ph o g r a ph y を行 い

甲状線病変の 診断に 役立 て た．

と こ ろ で T L G に 関す る多く の 研究が な さ れ て い る

に も拘ら ず， リ ピオ ド
ー ル の 甲状腺内の 拡が り を組織

学的に 検討 した研究 は殆 ど見 られ な い
33，

．
そ こ で

，
著者

は甲状腺内の リ ン パ 管の分布 と リ ピオ ド
ー ル の 拡が り

に つ い て組織学的に 検討 した． ま た， 従 来 T L G の 読影

が必ず しも 容易で な く， か な り 主 観的 に 判断 さ れ て

い た点に 鑑み ， 造影所見 と病理組織像 を比 較検討 し，

さ ら に 造影所見に よる 甲状腺結節状腰痛 く以下 ， 甲状

腺結節1 の診断 を客観化お よ び計量化
叫4 5
け る こ と に

よ っ て
，
T L G の 診断能 を高 め る こ と を試み た．

材料お よ び方法

王 ． 甲状 腺 内の リ ン パ 管の 分 布お よ び 油性造影剤 リ

ピオ ド
ー ル の 拡 が り に 関す る 組織学的検討

1 ． イ ヌ 甲状腺

体重 15 旬 2 0 k g の 維種成 犬 くn
ニ 8 1 をチ オ ペ ン タ ー

ル 導入 に て気管内挿管 し， 笑気お よ び フ ロ
ー セ ン に よ

る全身麻酔下 に 前頚部正中切開 し， 甲状腺 の 被膜 を損

傷 しな よう に 左 右の 甲状腺を露出 した ． 2 7 ゲ
ー ジ翼状

針 を用 い ， 甲状腺実質的 に リ ピオ ド
ー ル くヨ ー ド化 ケ

シ 油脂肪酸 エ チ ル エ ス テ ル ， L i pi o d o I U lt r a － F l uid 魯 ，

G u e rb e t 社1 約 0 ． 05 mi を ゆ っ く り と注入 した．
さ ら に

刺入 部位 を替 えて， 同 じく 27 ゲ
ー ジ翼状針で 甲状腺実

質内に 1 ％硝酸銀溶液約 0 ． 0 5 m l を注入 し た． 両案と

も
， 柄酸銀溶液注入 5 分後 に 甲状腺被膜 を含め て摘出

した． 摘出甲状腺組織の
一

部 は， 直ち に 凍結切 片を作

製さ れ， 脂肪染色の オイ ル レ ッ ド 0 染色 くoil r e d O

st ai nコが行わ れ た． ま た， 他の 摘出甲状腺組織は 10 ％

ホ ル マ リ ン に 固定さ れ後， パ ラ フ ィ ン 切片を作製さ れ，

へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色 くh e m a t o x yli n e o si n

st a i n ， H E 染色1 お よ びア ザ ン 染色 くa z a n st ai n l が

行わ れ， 組織学的に 検討され た ．

2 ． ヒ ト甲状腺

手術前 日か ら 7 日前に T L G が施 行さ れ ， 甲状腺亜

全摘術 あ るい は片乗切除術に よ っ て得ら れ た甲状腺切

除標本くn 二 9 ， う ち濾胞腺 腫4 ， 乳 頭癌 5 うを用 い た．

切 除 さ れ た 標本 は直 ち に 27 ゲ ー ジ 翼状針 を 用 い て

1 ％硝 酸銀 溶液が 甲状腺非結節部に 注入 され た衡 結

節部 お よ び 非結節部 の 凍結切 片 を作製 さ れ， オ イ ル

レ ッ ド 0 染色が 行わ れ た． 他の 甲状腺組織 は 1 0％ホ ル

マ リ ン に 困定され た 後， パ ラ フ ィ ン 切 片を作製さ れ
，

H E 染色 お よび アザ ン染色が行 われ ， 組 織学的に検討

され た ．

H ．
T L G に よ る 甲状 線結節 に 関 す る 検討

1 ． 対象

19 8 2 年 6 月 か ら 1 9 8 5 年7 月 ま で 金沢 大学 医学部附

属病院第 二 外科で ， T L G 施行後手術し， 病理組織学的

診断が確定 した 甲状腺結節 12 0 例 を対象 と した． 内訳

は良性結節 59 例 く濾胞腺膿38 例， 腺腫 様 甲状腺腰 19

例， 慢性甲状腺炎 2 例1 ， 悪 性結節 61 例く乳頭癌5 7 乳

液胞癌 4イ那 で あ っ た ．

2 ． T L G の 実施方法

患者 を仰臥位 と し， 肩 の 下 に 枕を入 れ て 前頚部を伸

展さ せ ， 1 ％リ ドカ イ ン 1 旬 2 m l で 刺入 部位の 局所

麻酔 を行 っ た ．
リ ピ オ ド

ー ル 1 0 m l を入 れ た注射器お

よ び 30 ％稀釈 ウ ロ グ ラ フ イ ン くア ミ ド ト リ ゾ酸ナ トリ

ウム メ ガ ル ミ ン 注射汲 U r o g r afi n 命 ， S c h e ri n g 勧 20

m l を 入 れ た注射器 を エ ク ス テ ン シ ョ ン チ ュ ー ブと三

方括栓 に 連結 し， 2 2 ゲ ー ジ カ テ ラ ン 針 を 装着した

T L G 造影 セ ッ ト く図 い を準備 した． X 線 テ レ ビ透視

下 に
，
刺入 点お よび 刺入方向 を確認 した 後， 2 2 ゲ ー ジ

カ テ ラ ン 針を 甲状腺実質内に 刺入 した ． 刺入点お よび

刺入 方向 に 関 しては ， T L G の X 線写真の 計測値の集

計に 基 づ き ， X 線 テ レ ビ 透視下 に 気管透明体 上方で最

も細 く 見え る声 門部 か ら約 6 ．5 c m 下 方の 気管外縁付

近を刺入点と し， 甲状腺 の 長軸方向に 沿 う よ う に約1 5
0

外側上 方 へ 針先を進 めた ．
次 に 血 液の 逆流 の な い こと

を確 か め た後， ごく少量 の ウ ロ グラ フ イ ン をゆ っ くり

と 注入 した． 甲状腺が 淡く造影さ れ く図 2 ． A う 針先が

正 しい 位置 に ある こ と を確認 し た後， 三 方括栓を切 り

Fi g ． 1 ． E q ui p m e n t o f th y r oi d l y
m p h o g r a ph y

．

くT L G s eり
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Fig ． 2 ． M e th o d s o f th y r oid

l y m p h o g r a ph y ． T h e p o si ti o n o f th e n e e dl e w a s c o n fi r m e d b y i nj e c ti n g

a s m all a m o u n t o f U r o g r a fi n
く塾i n th e th y r oid t Al ． T h e n ， 0 ．5 － 0 ．1 m l o f Li pi o d ol 命 w a s sl o w l y

i nj e c t e d くBl ， a n d th e n e e dl e w a s w ith d r o w n ． T h e a n te ri o r n e c k w a s m a s s a g e d i n o rd e r t o s p r e a d

o u t Li pi o d ol
魯i n th e th y r o id くCl ． T h e s a m e p r o c ed u r e w a s r e p e a t e d o n th e o th e r si d e くDl ．

替えてリ ピ オ ド
ー ル 0 ． 5

〆
－ 1 ． O m l をゆ っ く りと注入 し

たく図2 － B l ． 注入 後， 造影針を素早く抜き取り， 片葉

全体に リ ピ オ ド ー ル が 拡が る よ う に 前額部 を十分 に

マ ッ サ
ー

ジし たく図2 ． Cう． 対側実に も同業の 操作 を行

い
， 甲状腺全体 が造影さ れ た段階で X 線撮影を行 っ た

く図2 － Dう． また ， 造影2 時間， 4 時間， 2 4 時間後 に も

X 線撮影を行 っ た ． な お ， 明らか な嚢胞形成の あ る場

合は ウロ グラ フ イ ン に よ る嚢胞造影を付加 した．

3 ． T L G 造影 所見 と病理組織像の 検討

濾胞腺腫
，
腺腫様甲状腺腫， 慢性甲状腺炎， 乳頭癌，

濾胞癌に 見ら れ る T L G 造影所見と H E 染色 お よ びア

ザン染色に よ る組織学的所見を比 較検討 した ．

4 ． T L G 造影所見の 多変量解析 に よ る診断法

多変量解析の 一 手法で ある 林の 数量化 理論Il 類 岬 を

用い， 次の よう に T L G 造影所見の 分析を行 っ た ．

良性結節， 悪 性結節 の 2 群 か ら 成 る 集団が あ り，

T L G から k 項目の 造影所見 くX l ， X 2 ， － ． ■

，
X kl を読み

とる こ とが出来る場合
，
あ る結節の 艮悪 性診断は，

Z ニ X l ＋ X 2 ＋
． ． － ． ． －

＋ X k

なる数値 で得 られ る．
こ こ で Z が良悪 性 を最もよ く判

別する よう に
，
k 項目 の 造影所見に それ ぞれ 良悪 の 寄

与の 程度 に 応じた 重 み
，
す なわ ちカ テ ゴ リ

ー
． ウ ェ イ

ト くa． ， a 2 ， － 一 川 一

a kう を与 える と， 結節の 良悪性 の 診断

は次の 線形 判別関数で 得 られ る．
す なわ ち

，

Z 二 JL ＋ a l X l ＋ a 2 X 2
… … ＋ a k X ，t

ただ し， 声
こ 定数

a k
二k 番目の 造影所見の カテ ゴ リ ー ． ウ ェ イ ト

x k こk 番目の 造影所見の 有無

く有 る な らば 1 ， 無い な ら ば 0 つ

Z 二 判別ス コ ア

くZ ン 0 な らば悪性， Z く なら ば良性つ

1 1 カ テ ゴ リ ー
． ウ ェ イ トお よ び偏相関係数の 算出

法中り4 引

各造影所見の艮悪性判別に 対す る貢献度 を示 す カ テ

ゴ リ
ー
． ウ ェ イ トは， 判別効率 を最大と する た め， 判

別 ス コ ア Z の 艮悪 性 の 各群内に お ける 変動が出来 る

だ小 さ く， 両群間 で の 変動 が 出来 る だ け 大 き く な る

よう に 定め た． す な わ ち， 相関比

ヴ
2
こ 霹叩一両戸扁評

びB
2

くJ T 2 は全変動， げB 2 は群間変動， J W
2
は鮮肉変動1

が最大と なる こ と か ら， 偏微分方程式

窓こ 0
，霊ヒ 0

，
． ． ．

，窓二 0

を解 き， 各カ テ ゴ リ ー ．

ウ ェ イ ト を算出 した．

偏相関係数は カ テ ゴ リ ー ．

ウ ェ イ トと同様に艮悪性判

別 に 対す る 各造影所見の 貢献度 を表すも の で あるが，

一

つ の 造影所見が独自に 寄与す る度合 を表す よう に，

他の 造影所見の 影響 を除去 した もの であ る． 実際 に は，
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偏相関係数 r z x 描 ． X 2 ． ． ．X A は ， 相関行列の 逆行列 R－
1
の

要素 r
く
1L
l くj ，u こ 1 ，2 ， ． ．．． ，

k ＋ 11 か ら，

r 棚 1
X
2
り ■ X

A

ニ
ー

石膏 雷
くj こ 1 ，2 ， － － ． 心

と して 算出 した．

2う 統計学的処理 お よ び検定法

多変量解析 に あ っ て は， 1 6 ビ ッ ト マ イ コ ン H P －

3 6 くH e w l e tt － P a c k a r d 社製l を使用 し， 日本科学技術

研修所の M ul ti v a ri a t e A n a l y si s P r o g r a m くM A Pl

に 準じて作成 した プ ロ グ ラ ム を用 い ，
カ テ ゴ リ ー ． ウ ェ

イ ト， 偏相関係数， 誤判別確率， お よ び判別 ス コ ア を

求 めた． 判別関数の有意性 は， F 検定お よ び M a b aト

a n o b i s の 汎距離 D 2 を用 い ， 共 に 2 ． 0 以 上 を有意 と し

た． 比率 の 検定は X
2

検定， 平均値の検定 は分散分析法

くS c h eff6 の方法1 を用 い て行い
，
5 ％未満の 危険率 を

も っ て有意と した．

成 績

I ． 甲状腺 内の リ ン パ 管の 分 布 お よ ぴ リ ピオ ド ー ル

の 拡が り

1 ． イ ヌ 甲状腺

イ ヌ 甲状腺内に硝酸銀溶液 を注入 す る と， リ ン パ 管

内皮細胞 に還 元銀が沈着 し
，
カ シ ワ の 葉状 に 蛇行 した

特徴的なリ ン パ 管壁が描出さ れ た． 甲状腺内の 毛細 リ

ン パ 管は
，
径 10 ん 6 0 月 と小型 で類円形の も のが 多く，

毛細血管の よ う に個 々 の 濾胞 ご と に は見られ ず， 十数

個 か ら数十個 の 濾胞群 ごと に 散在性 に 見 ら れ た く図

31 ． ア ザ ン染色で毛細 リ ン パ 管 周囲 に は薄 い 結合組織

が認め られ た ．
また

， 小葉間結合組織の 部分 で は ， 長

径 70 へ 1 0 0 ノ上 の 扁平な リ ン パ 管が 見られ ， 同結合組織

中央部 に存在 す る動静脈 を取 り囲むよ う に ， しか も小

葉濾胞群の 外側 を覆う よう に して存在 したく図 4つ． 小

葉間リ ン パ 管 は， 甲状腺被膜 に 近づ く に 従 い 内騰が大

きく な り， 被膜下の リ ン パ 管 へ と移行 した． 被膜下リ

ン パ 管 は， 扁平 かつ 大き なリ ン パ 管で ， 長径 300
〆1
－ ノ6 0 0

メ 以上 も あ り， しば し ば弁が認 め られ た． ま た被膜内に

は径100 ノ上 前後で壁の 屈曲が著 しい 比 較的小型 の リ ン

パ 管が少数見 られ た く図 5う．

イ ヌ 甲状腺に 注入 され た リ ピオ ド ー ル は， 凍結切片

の オ イ ル レ ッ ド 0 染色で 赤色 へ 樺色 に 染色 され た ．
リ

ピオ ド
ー ル は硝酸銀溶液で染色 され た リ ン パ 管の 内腱

に 径8 へ 2 0 ノ上 の 油滴と して認 め られ ， 毛細 リ ン パ 管，

小葉 間リ ン パ 管， 被膜下リ ン パ 管と 内膳が広が る に 従

い 次第 に 大き くな り， 被膜下リ ン パ 管 で 径40 ノ一 に 達 す

るも の も認め られ た く図 6う．

2 ． ヒ ト 甲状腺

ヒ ト甲状腺切除標本で は， 切除断端お よ び 甲状腺被

膜損傷部か ら の 硝酸銀溶澱の 漏出がお こ り
，
リ ンパ管

壁の 染色性はイ ヌ 甲状腺 に 比 べ 不良 で あ っ た が
， リ ン

パ 管 の 形 態お よ び分 布は基本的に はイ ヌ 甲状腺と変わ

ら な か っ た
．
しか し

，
リ ン パ 管内脛 は， 小葉内か ら小

葉間結合組織部で 長径 100 ノ上 旬 2 m m ， 被膜下 で1 へ

3

m m とイ ヌ 甲状腺 に 比 べ か な り扁平 で広く
， 時に は類

洞様 に 大き な 広が り をも つ も の も見 られ た ． また
， リ

ン パ 管周 囲の 結合組織の 量 は， イ ヌ 甲状腺に 比 べ 少な

か っ た ．

ヒ ト甲状腺組織内の リ ピオ ド ー ル は
， 手術 前4 日以

前 に T L G が施行 した も の で は殆 ど見 ら れ ず
， 手術前

3 日以 後 に T L G が 施 行 さ れ た 甲状腺 の 非結節部で

は
， イ ヌ 甲状 腺と同様に ， 細か い 粒子 と な っ たリ ピオ

ド
ー ル が 濾胞間の 疎な 問質か ら毛細 リ ン パ 管に 達し

，

小葉 間リ ン パ 管を流れ て 次第 に 大き く な り
， 被膜下リ

ン パ 管 に 至 る 過程が 観察され た．

液胞腺腫の 結節内お よ び被膜 を形成 する 結合組織に

は
， 硝酸 銀溶液で染色 さ れ る リ ン パ 管 は 認 めら れな

か っ た
．
しか し

，
リ ピオ ド ー ル は被膜 の 結合組織内に

，

径 1 メイ 旬 数 声 の 細か い 粒子 と し て 多数認 め ら れ， 結節

内に は認 め られ なか っ た く図 7う．

ま た乳 頭癌の 結節お よ び結節周 囲 の 被膜様結合組織

に も ， 有肖酸銀溶液で染色され るリ ン パ 管 は認められ な

か っ た
．
しか し

，
リ ピオ ド ー ル は被膜様の 巾の 広い 結

合組織 に 径 1 メ 前後 の 細 かい 粒子 と して 多数散在し，

そ れ が不 規則 な梁状の 結合組織に 沿 っ て， 一 部結節内

に も 入 り込 ん で い た く図8 う．

工王 ． T L G に よ る 甲状 腺結節の 診断

1 ． T L G 造影所見と病理組織像 く図 9う

正 常 甲状腺の 腺内は
，
T L G で は

，
ほ ぼ均 等で 微細な

網状構造と して 造影さ れ ， 陰影欠損 や網状構造の 乱れ

は認 め られ な か っ た ． 特 に 実質内部 で はわ ず か に紡錘

形をした繊細な線が ネッ ト ワ ー ク を形 成 した が ， 甲状腺

被膜直下で は やや 幅広で長大な紡錘形の 線が現 われ，

甲状腺実質を取 り囲 む よ う に 造影され た， ま た網状構

造の 造影所見 に は， 甲状腺長軸方向に 沿う網目状の も

の と， 渦巻状 の もの が あ っ た ．

濾胞腺腰 は， 結節の 辺 緑が 明 瞭 で 凹 凸 不 整の な い 平

滑 な球状の 陰影欠損像と し て造影 され ， 鮮鋭 な被膜陰

影が認め ら れ るも の が 多い が
，
厚い 年輪状の 被膜陰影

を伴う も の も あ っ た ． 結節内に 造影 剤が 認め られる こ

と は なく透明 な欠損像 を呈 した． しか し
， 腺腫 が大き

い た めに
，

一 部結節内造影と な っ た例 で は， 結節内部

に 造影 剤が油滴状に 残留 し， ま た褒胞形成の あるも の

も あ っ たく図 10う． 組織学的 に は
，

一 般 に 結節内は均質

な充実性の 腰瘍組織 で満 たさ れ， 比 較的薄い 線維性被



N o n l l al

F o 侶 c uIa r

a d e n o m a

Ad e n o m a t o u s

g oite r

C h r o ni c

th y r oiditi s

甲状腺リ ン パ 管造影法に 関する実験的並 び に 臨床的研究

Fig ． 9 ． S c h e m a ti c ill u s t r a ti o n o f th y r oid l y m p h o
－

g r a ph i c fi n di n g s i n r el a ti o n t o hi st o p a th o l o gi c a l

ty p e s o f th y r o id t u m o r s ．

膜が結節を取 り囲んで い た ． 造影所見 で 厚い 年輪状の

被膜陰影 を呈 した も の で は， 本来の 被膜 の 周 囲に 圧 平

萎縮さ れた 小型濾胞 か ら なる小葉が多数， 層 をな して

年輪状に 配列し て い たく図1 1う． しか し， 被膜陰影 が造

影され なか っ たも の で は
，
結節周 囲の 正 常 甲状腺組織

の 圧迫萎縮が殆 ど見ら れ なか っ た ．

腺脛様甲状腺腫 は多発性の 陰影欠損像 と して描出さ

れる こ とが殆 どで
，
結節の 辺 緑は比 較的明瞭で あ っ た

が， 被膜陰影 はな い こ とが 多く， あ っ て も薄く不明瞭

で あ っ たく図12う． 結節 は ほぼ球状を呈 し たが ， 大小 さ

まざま な結節が腺内に 散在し てい る も の と， 比 較的大

きさ の 揃 っ た結 節が 密 に 接 し て集族 す る も の が あ っ

た
．
ま た非結節部で も

，
よ く観察す る と細か な結節性

変化が描出され て い る こ とが あ り， そ の ため に 網状構

造に 乱れ が生 じて い た
．
東胞形 成を伴う もの も あ っ た

が
， 濾胞腺腫 に 比 べ 嚢胞壁が不 整で あ っ た ． 組織学的

には
，
コ ロ イ ド を充満 した 大濾胞が結節 を形成 し被膜

を持た な い も の と
，
融合 した 巨大濾胞 が大き な結節 を

形成して ， 外周 に 不完全な が ら被膜様結合組織 をも つ

もの があ っ たく図13う． また造影所見 で 細か な結節性変
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化ある い は網状構造の 乱れ が 見られ た非結節部 に
一 致

して
， 多数の 小 さ な腺腰様結節が認め られ た．

結節と し て触知さ れ た慢性甲状腺炎2 例 の T L G で

は， 甲状腺全体が腫大 し， 点状， 線状ある い は斑 状陰

影が交錯し， 正 常な網状構造は見られ ず， リ ピ オ ド ー

ル を十分に 注入 した に も拘 らず
，
甲状腺被膜 は描出さ

れ なか っ た ． ま た触知さ れ た結節部位は不 規則不明瞭

な陰影欠損像 と して 描出され た く図141 ． 組織学的に

は
， 甲状腺全体に 小 円形細胞浸潤が著明 で リ ン パ 濾胞

が 多発 し， 不規則な 問質の 線維化が進み ， 特に 造影所

見上 ， 陰影欠 損と見 なさ れ た部位で はリ ン パ 濾胞が 多

発集渡 して い た く図 15う．

乳頭癌は， 辺 緑が不明瞭 で 凹 凸 が あり， 被膜陰影の

な い 八 つ 頭 状の 不 規則 な陰影欠損像と して 描出 され

る もの が 多く， 5 7 例中40 例に 認め られ ， その う ち結節

が 甲状腺外 に 突出増大す る も の が 12 例 あ っ た く図

1 61 ． 微小痛く径10 m m 以下うでは辺緑が比較的明瞭な小結

節と し て 描出され る も の が 16 例中5 例あ っ た が， 完全

な球状結節は な く， 一 部 に く びれ が見ら れ た
． 組織学
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的に は， 乳頭状増殖 を示 す癌組織 の 周囲 を非薄で不 明

瞭 な結合組織が取り巻き， 明 ら か な 被膜形成 を認 め な

い こ とが 殆ど であ っ たく図 17 － A I ． しか し， 造影所見 で

結節辺療が 比較的明瞭で あ っ た もの で は， 巾の 広 い 結

合組織が不規則不完全 に結節を取 り囲 む と同時 に ， 結

節内部 に 梁状 に 入 り込 んで い た く図 17 － B l ．

濾胞癌の 3 例 は， 辺緑が 明瞭 で被膜陰影 が認 め られ，

結節表面が比較的滑ら かな 八 つ 頭状の 陰影欠損 と して

描出さ れ たがく図 18う， 1 例 は乳頭癌 の よ う に 辺 緑が不

明瞭不整で被膜陰影 の認め ら れ ない 八 つ 頭状の 陰影欠

損像 と して描出さ れ た． 組織学的 に は， 前者 は不整結

節状である が ， 明ら か な線推性被膜 を有す る被包性濾

胞癌でありく図1 射， 後者 は， 明ら か な被膜が認 め られ

ず辺縁 も不明瞭で あ っ た ．

2 ． T L G 造影所見の 出現率 く図 201

各病理 組織型 で 見られ た 造影所見の う ち， 比較的所

見の有無の判定が容易で， しか も普遍的な所見 12 項目

に つ い て
，
そ の 出現率を良性 ． 悪 性結節に 分 けて検討

した．

所見 1 r 多発性の結節で あ るJ

良性結節 で 59 例中 32 例 く54 ％コ， 悪性結節で 61 例

Fi g ． 1 2 ． T h y r oi d l y m p h o g r a m o f a d e n o m a t o u s

g oit e r ． A n u m b e r o f r o un d t u m o r s w e r e f o u n d i n

th e ri gh t l o b e o f th e th y r oi d ．

中22 例 く36 ％1 で あ り， 良性結節 に 有意に 多く認めら

れ た くP く0 ．0 5う．

所見2 r 結節の 辺 緑が 明 瞭で ある，
1

良性結節 で 59 例中46 例 く77 ％ン， 悪 性結節 で 61 例

中 19 例 く30 ％う であ り， 良性結節に 有意 に 多く認めら

れ た くP く0 ． 0 1う．

所見 3 仁結節の 辺 緑が平滑 で あ る
一
j

良性結節で 59 例中 36 例 く61 ％1 ， 悪 性結節で 61 例

中2 例 く3 ％う で あ り， 良性結節に 有意 に 多く認めら

れ た くP く0 ． 0 11 ．

所見 4 r 結節の 被膜陰影が 描出さ れ るJ

良性結節で 59 例 中43 例 く72 ％う， 悪 性結節で 61 例

中3 例 く5 ％1 で あ り， 良性結節に 有意 に 多く認めら

れ た くP く0 ．0 11 ．

所見5 仁球状の 結節で あるJ

良性結節 で 59 例 中47 例く80 ％う， 悪性結節で は見ら

れ ず， 良性結節 に 有意に 多く 認め られ た 抒 く0 ．0 11 ．

所 見 6 仁八 つ 頭状 の 結節で あ るJ

良性結節 で 59 例中 1 例 く2 ％う， 悪 性結節で 61 例中

43 例 く70 ％う で あ り， 悪 性結節に 有意 に 多く認められ

た くP く0 ． 0 い ．

Fi g ． 1 4 ． T h y r o id l y m p h o g r a m of ch r o ni c
th y r oid i

－

ti s ． T h e r e ti c ul a r n e t w o r k o f t h e gl a n d w a
s

di st u r b e d w i th a n u m b e r o f filli n g d ef e c t s ． T
h e

m a r gi n o f t h e th y r o id w a s n o t t r a c e a b l e ．
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所見 7 仁結節 の 甲状線外 へ の 突出増大 が見 られ るJ

良性結節 で 59 例中5 例く8 ％1 ， 悪性結節 で 61 例中

15 例 く25 ％I で あ り， 悪性結節に 有意に 多く認 めら れ

た げ く0 ． 0い ．

所見8 r 甲状腺 全体 に 網状構造の 乱れ が あるJ

良性結節で 59 例 中1 0 例 り6 ％I ， 悪性結節 で 61 例中

7 例 く1 1 ％う で あ っ たが ， 有意差を認 め なか っ た ．

所見 9 r 甲状 腺全体が び ま ん性に 腰大 して い るJ

良性結節で 59 例中8 例く14 ％コ， 悪性結節で 6 1 例中

3 例 く5 ％プ で あ っ た が， 有意差 を認 め な か っ た ．

所見 10 仁十分 な注入量 に も拘 らず ， 甲状腺被膜 が描

出され な いJ

良性結節で 59 例中14 例 く24 ％ン， 悪 性結節 で 61 例

中15 例 く25 ％う で あ っ た が， 有意差 を認め なか っ た ．

所見 1 1 仁襲胞形 成が 見られ るJ

良性結節 で 59 例中 9 例く15 ％I ， 悪 性結節で 61 例中

1 例 く2 ％う で あ り， 良性結節に 有意に 多く認 め られ

た くP く0 ． 051 ．

所見 12 仁糞胞壁 に 凹 凸不整が あ るJ

Fi g ． 1 6 ． T h y r o i d l y m p h o g r a m o f p a p ill a r y

C a r Ci n o m a ． 1 r r e g ul a rly l o b ul a t e d a n d ill
－d efi n ed

t u m o r り1 w a s s e e n i n th e l e ft l o b e a n d p r oj e c t ed

th r o u gh th e th y r oi d c a p s ul e ．
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良性結節で 59 例中2 例 く3 ％う， 悪 性結節 で は 見ら

れな か っ たが
， 有意差 を認め な か っ た ．

3 ． 造影 所見 の 多変量解析

い カ テ ゴ リ
ー ． ウ ェ イ トお よ び偶相関係数

多変量解析に お い て誤差 の 2 倍以 上 の 情報量 を持 っ

所見項目 だ けを選 択 し， カ テ ゴ リ ー ． ウ ェ イ ト を求め

た
．
す なわ ち

， 取 り込 み基準 F i n ， 追 い 出し基準 F o u t

を共 に 2 ．0 に 設定し て， 良悪 性判別に 重要な項目だ け

を選 択 した． 結果は前述の 12 項目中 6 項目だ けが カ テ

ゴ リ
ー
． ウ ェ イ ト を持 っ た く図 2い． 展性 の ウ ェ イ ト を

持 っ た所見は， ウ ェ イ トの 大き な順 に ， 所見5 仁球状

の 結節 で あ るJ ， 所見 8 仁甲状腺全体 に 網状構造 の乱れ

が あ るJ ， 所見 2 仁結節の 辺稼が 明瞭 で あ る上 所見 4

仁結節の 被膜陰影が描出さ れ る上 所見 1 卜多発性 の 結

節 で あ るJ で ， そ れ ぞ れ の ウ ェ イ ト は －

8 ．9 78 ，－

3 ． 8 17
， －3 ．4 9 6

， －2 ．8 5 5
，－1 ． 9 4 3 で あ っ た

．

一 方
，
悪

性の ウ ェ イ トを持 っ た の は ， 所見 6 仁八 つ 頭状の 結節

で あるJ だ けで ， そ の ウ ェ イ トは ， 6 ． 9 0 8 で あ っ た ．
ま

た偏相関係数の 絶 対値 は， 所見 5 r 球状の 結節で ある上

Fi g ． 1 8 ． T h y r o i d l y m p h o g r a m o f f olli c u l a r

c a r ci n o m a ． A w ell － d efi n ed l o b ul a t e d t u m o r t T I

w a s s e e n i n th e l ef t l o b e ． Li pi o d ol 命 w a s

i n cid e n t all y i nj e c t e d a n d diff u s el y s p r e a d i n th e

t u m o r ．
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所見 6 r 八 つ 東状の結節であるJ ， 所見 8 r 甲状腺全体

に網状構造の乱れ が あるJ ， 所見 2 r 結節の辺縁が明瞭

であるJ ， 所見 1 r 多発性の 結節 で あ るJ ， 所見 4 仁結

節の 被膜陰影が描出さ れ るJ の 順に 大 きく， こ の順序

はカ テ ゴ リ
ー
． ウ ェ イ トの順と ほ ぼ 一 致 して い た．

2 ． 判別関係数お よ び正 診率

算出さ れ た カ テ ゴ リ ー ． ウ ェ イ ト お よ び 定数 か ら

T L G 造影所見 に よ る良悪性 の判別関数を， 次の よ うに

求 めた ．

Z ニ 5 ． 49 3 － 1 ． 9 4 3 x l －3 ． 4 9 6 x 2
－ 2 ． 8 5 5 x 4

－ 8 ． 9 7 8

X 5 ＋ 6 ． 9 08 x 6
－

3 ． 81 8 x 8

ほ ン 0 な ら ば悪性， Z く 0 をら ば良性1

各結節の判定 ス コ ア Z は， X l
，
X 2 ， X 4 ， X 5 ， X 6 ， X 8

に そ

れ ぞれ の所見の有無 く1 も しく は 0 う を代 入 し て算出

5 0

ハ

訳
－

ン
O
Z
山
コ
ロ
山
庄
山

した
．
こ の 判別関数 を用 い る と， F 値が 23 ． 7 6

， M a h al ．

a n o b i s の 汎距 離 D 2 が 15 ． 9 9 と 判 別効率 は非常 に 高

く， 誤 認 率 は 0 ． 0 2 8 と 低 く， す な わ ち 理 論的 に は

97 ． 7 ％の 正 診率 を得 る こ とが 可能 で あ る と考 え られ

た． 実際 に解析 に 用 い ら れ た 120 例 の判別 ス コ アを計

算し， その 分布 を ヒ ス ト グラ ム に 描く と 良性お よび悪

性群 は理 論的な分布 と同様に 効率 よく 分離され ， 悪性

結節 で Z ン 0 とな っ たの は 61 例中 59 例 く96 ． 7 ％ン で
，

展性結節 で Z く 0 と な っ た の は 59 例中 55 例く93 ． 2％1

で あ っ たく図 221 ． したが っ て ， 実際の 正 診率は 95 ．0 ％

で あ り
，
理 論値の 9 7 ． 7 ％よ りは若干低 か っ た ．

3 つ 病理組織型 と ス コ ア

悪 性結節の判別 ス コ ア は， 7 ． 9 9 士3 ． 3 2 くM e a n 士S ．

D ．うで
，
良性結節の 判別ス コ ア は－7 月9 士4 ．5 4 で あり，

1 2 3 4 5 る 7 8 9 1 0 1 1 1 2
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両群に 明 ら か な有意差 けく0 ． 00 11 を認め た．
悪 性結

節 で Z く 0 と な っ た 2 例 お よ び 良性結節で Z ン 0 と

な っ た 4 例 中2 例 は， 径 10 m m 以下の 微 小な 結節で

あ っ た ．

悪 性 群 に お け る 判別 ス コ ア は， 乳頭 癌 で 8 ．2 3 士

3 ． 1 4 ，濾胞癌 で 4 ． 6 0 士3 ． 9 0 であ り乳腰痛の方が高い傾向

を示 した． 良性群 にお ける 判別 ス コ アは， 濾胞腺腫，

腺腫様甲状腺腫， 慢性 甲状腺炎の順 に 大き くな り， そ

れ ぞれ の 判別ス コ アは － 8 ．6 8 士4 ．1 6
，

－ 7 ．3 4 士4 ． 8 0
，

－

1 ．1 7 士0 ．8 7 で あ っ た ． 乳頭癌の判別ス コ ア は， 濾胞腺

塵， 腺腰様 甲状腺脛， 慢性甲状腺炎の 判別ス コ ア に 対

し
，
それ ぞれ P く0 ． 0 1

，
P く0 ． 0 1

，
P く0 ． 0 5 で， 有意 に

高い 値 を示 した ． また ， 濾胞癌 の 判別 ス コ アも ， 濾胞

腺腫， 腺脛 様甲状腺腫の判別 ス コ アに 対 し， それ ぞ れ

P く0 ．0 1
，
P く0 ． 01 で有意に 高い 値 を示 したく図 23ン．

考 察

工 ． 甲状 腺内リ ン パ 管の 分 布およ びリ ピオ ド ー ル の 拡

が り

18 3 6 年 E i n g ら
4 6 仰 が 甲状腺の リ ン パ 管内に コ ローイ

ド を発見 し
，
リ ン パ 管が 甲状脾ホ ル モ ン分泌の導管で

ある と主 張し て以 来， 甲状腺リ ン パ 管に 関 して ， 多く

O

D d S C R I M I N A N T S C O R E

10

Fi g ． 2 2 ． H i st o g r a m o f d i st rib u ti o n o f th y r oid t u rn O r S d e p e n di n g o n di s c ri m i n a n t s c o r e s ．

E コ， b e n i g 町 巨当 ，
m ali g n a n t ．

－一川－，l o gi sti c c u r v e o f d i st rib u ti o n
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p a th ol o g l C a l t y p e s o
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T h e m e a n 士 S ． D ． i s a l s o sh o w n ．

春 p く0 ．0 5 ， 掌 串 p く0 ．0 1 ．
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の 解剖学的研究が行わ れ て き た
4 8 ト 54 I

． しか し
，
甲状腺

内の リ ン パ 管の 分布 に 関し て は必 ず しも 意見の 一 致 を

見て お ら ず， K o si t si n ら
5 01 5 りは

， 毛細 リ ン パ 管は毛細血

管と同様 に 個々 の 濾胞 を網目状に 取 り巻く と報告し た

が
，
K u h l e m k a m pf f

52I
，
R o z h k o

5 3I
は ， 毛細 リ ン パ 管は

個々 の 濾胞 を取り 巻くの で は なく ， 濾胞群 を単位 と し

て網目状 に 取 り巻 く と報告 して い る． 森
5 5 即1

， 仲地
571

は
， 従来の 色素実質注入 に よ る リ ン パ 管検索で は 注入

部位周囲の組織汚染が強く， リ ン パ 管内の みな ら ず血

管内に も 色素が注入 され る こ とか ら， リ ン パ 管壁そ の

もの を染め出す 方法を考案 した．
す なわ ち

，
墨汁と硝

酸銀の混合溶綾 をイ ヌ お よ び胎児屍体の総頸動脈 か ら

注入 する こ と に よ り， 甲状腺内の 毛細血管の内腔に は

墨汁が認め られ るが， 毛細 リ ン パ 管の内藤 に 墨汁は認

められ ず
，
リ ン パ 管内皮細胞壁が著 しく 屈曲した カ シ

ワ の 葉状の 特有な形に 渡染さ れる こ と で区別 した ．
そ

の 結果， 甲状腺内の リ ン パ 管は個々 の 濾胞を取 り巻く

の で は なく
， 十数個か ら数十偶の濾胞 か ら成 る濾胞群

卸 こ分布す る と報告し てい る．

一 方， 大岩5 81は胃壁内リ

ンパ 管を検索す るた め に ， 胃切除標本 の 粘膜内に硝酸

鍛溶液 を注入 し て， カ シ ワ の葉状の 特徴的な リ ン パ管
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e n c a p s u l a ti o n くBJ ．
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壁 を染め出す こ と を報告 して い る ． 著者も切 除標本を

使用 す る こ と か ら
，
硝酸銀溶液を直接甲状腺内に 注 入

し， イ ヌ お よ び と 卜甲状腺内の リ ン パ 管の 形 態お よ び

分布 に 関して ， 仲他の 報告
5 7I
と ほぼ

一

致 す る結果 を得

た．

従来リ ピオ ド ー ル 注入 後の 甲状腺の 組織学的変化に

つ い ての 報告は 多い
6I 呵 1 7 I 2 7 I 3 8J

が
，
リ ピ オ ド

ー ル その も

の の拡が り を観察した研究は殆 どな い
3封

．
リ ピオ ド

ー

ル は ケ シ 油を主成分と す る油性造影剤で あ り， 凍結切

片に よる脂肪染色での み 観察可能で あ るが ， 染色中に

リ ピオ ド ー ル の 油滴が 流出して しまう 川 の で 著者 は，

凍結切 片を 15 旬 3 0 ノ上 とで き る だ け厚く 切 り， ア ル コ
ー

ル 性染色液に 浸す時間が短 く， 高温槽に 入 れ る必 要の

な い オ イ ル レ ッ ド 0 染色瑚 を 行 っ た ． こ の 方法 に よ

り， リ ピオ ド
ー ル が濾胞間問質か ら ， 毛細リ ン パ 管，

小 葉間リ ン パ 管， 被膜下リ ン パ 管 へ と広が る経過が観

察さ れ た．

微細 な粒子 が濾胞間 の問質か ら毛細 リ ン パ 管に 入 る

機序 に 関 し て は， 近年， 電子 顕微鏡 に よ る 研究が進

み
80 抑

， 甲状腺 で は 島田6 21 ， 加藤63I に よ り詳細に 報告さ

れて い る
．
こ れ らの研究か ら， 毛細リ ン パ 管周 囲に は

木原 叫 の捷喝 した所謂， リ ン パ 管前脈管通液路 に 相当

す る豊富な m i c r o fi b ril s が存在 し， 問質 の リ ピオ ド ー

ル や 分子 量 の 大き な サ イ ロ グ ロ ブ リ ン は
， 網 目状 の

mi c r o fib il s を伝わ り， リ ン パ 管内皮細胞間隙と
一

増抒， 飲

み込 み 小胞か ら， 毛細 リ ン パ管 に 入 る こ と が示 唆さ れ

て い る． また ， m i c r o fi b ril s に 含ま れ る a n c h o r in g fil a －

m e n t s は， 毛細 リ ン パ 管内皮細胞 の外層に 付着 して 毛

細リ ン パ管 を問質に 固定 す る と同時に ， 組織圧 を毛 細

リ ン パ 管に 伝 えて 内皮細胞間隙 を聞 か せ る役割が あ

る
吋
とさ れ て い る

．

甲状腺結節 のリ ン パ 管の 分布お よ び リ ピ オ ド ー ル の

拡が り に 関し て ， 著者の 研究で は， 濾胞腺腰， 乳頭痛

の 結節 の 被膜 お よび被膜様 の結合組織中に 硝酸銀溶液

で染色 され る リ ン パ 管 は認め られ なか っ たが ， リ ピオ

ド
ー ル は結合組織内に 多数の細 かい 粒子 として存在し，

こ れ が T L G に お け る被膜陰影 を呈 した と 考 え ら れ

た
．
す なわ ち

，
濾胞腺腫の場合

，
被膜の 結合組織 に 多

数の リ ピオ ド ー ル 滴が見 られ結節内部に は全く 見られ

な い た め
，
T L G で鮮鋭 な被膜陰影 が描出さ れ た． ま た

乳頭癌の場合 で は， 結節周囲の 被膜様の 結合組織が乏

しい た め， T L G で も被膜陰影が描出され な い こと が 多

く
，
また被膜様の結合組織が発達し たも の で も， 結節

内部 に 不規則 に 入 り込 ん だ梁状 の 結合組織に も リ ピオ

ド ー ル 滴が見 られ るた め に ， T L G で 不明瞭で不規則な被

膜陰影 を呈す ると考 えら れ た．

甲状腺内リ ン パ 管の 周囲は多少に 拘 らず結合組織で

取 り 囲 ま れ て お り， ま た結節の 被膜お よ び被膜様結合

組織 に は リ ピ オ ド ー

ル 滴が 認め られ る こ と か ら， T L G

に お ける リ ピ オ ド
ー ル の 拡が り は， リ ン パ 管， さ らに

結合組織の 分布 に 密接な関係が あ る こ と が 示 唆さ れ
，

組織学的に 結合組織の 分布お よ び形態を検討すれ ば
，

T L G の 造影所見 を推測す る こ と が で き る と考えら れ

た．

工I ． T I JG に よ る 甲状 腺結節の 診断

1 ．

T L G 造影 所見と病理 組織型

従来よ り，T L G は 結節 の 病理組織型 に よ り様々 の特

徴 的 な 造 影 所見 を 呈 す る こ と が 報 告 さ れ
， 諸

家
1 5 ト 1 軋 2 3 I 3 2 朋 I 4 3 I

に よ り 特徴的な パ タ
ー

ン 分類 に よる

T L G 診断が 多く行わ れ て きた ． 菊地 刷 は 造影所見をI

型 く正 常網状型1 ， II 型 く網状結節型1 ， III 型 く透明欠

損型う， 王V 型 く多発欠損 型I ， V 型 く不 規則欠損型プ に

分類 し， III 型 は腺腫， VI 型 は癌に 多い と 報告した． さ

ら に 的場 ら4 31 は菊地の 分類 に 判型く微小 結節型フを追加し

た
．
また 江 崎

王3さ
， 砂川 ら

2 3りま
， 的場 らが 行 っ た結節外造

影法 に 対 し
，
結節内造影法に よ る造影 所見 を分類して

病理 組織学的に 検討 を行 っ て い る． 河西 ら
1 6 ト 刷
は結節

外造影法 に よ り ，
A 型く正 常型う， B 型く肥 大型う， C 型

く破壊型う， D 型く圧迫欠損型県 E 型 く浸潤欠損型プの

5 型に分類し， さらに 結節内造影法に よ る所見を組み合

わ せ た パ タ
ー

ン 診断 を行 っ た ．

しか し， こ れ ら の 分類で は必ず しも全て の 症例が典

型的な パ タ ー

ン に あて は ま らず， ま た パ タ ー ン分類を

細分化 す れ ば 診断法 と し て は 益 々 繁雑 な も の とな

る
3 3I

． 実際に ， 著者 も結節 の 病理組織型別 に 造影 所見を

シ ェ ー

マ と して 表した がく図9 1
，
同じ組織型 で も様々

な造影所見が見られ た こ と か ら，T L G の 造影所見項目

そ の も の に 注目し， こ れ を理 論的に 分 析 して 診断する

こ と が必要と考え られ る ． 細谷ら 欄 は パ タ ー ン 分類に

と ら われ ず
， 結節の 良悪 性の 鑑別点と し て， 結節の 数，

結節 の 境界の 整不整， 結節内裏胞の 有無
，
気管偏位の

有無， 気管狭小化の 有無な どの 造影所見 に つ い て 検討

を加 え
，
結節の 周囲が 不 整に 造影 され れ ば悪性， 整に

造影 され れ ば 良性の 可能性が高く くP く0 ． 0 1う， 結節内

に 糞胞 が造影 さ れ れ ば 良性 で あ る こ と が 多い けく

0 ． 0 5うと主 張 して い る ． 著者 も 12 項目の 造影所 見に つ

い て検討 し， 良性結節に 有意 に 多か っ た所見は， 仁多発

性 の 結節であるJ ， ト結節の 辺 縁が 明瞭で あ るJ ， r結節

の 辺 緑が 平滑 で あ るJ
，
仁結節 の被膜陰影 が描出され

るJ ， r 球状の 結節で あるJ ， r 褒胞形成が見ら れるJ で

あ り
，
逆 に 悪性結節 に 有意に 多か っ た所見は J 八 つ 頭

状 の結節で あ るJ ， r 結節の甲状腺外へ の 突出増大が認

め ら れ るJ で あ っ た ．

2 ． 造影所見 の 多変量解析



甲状腺リ ン パ 管造影法に 関す る実験的並 び に 臨床的研究

近年， 多く の 要因 の 相互 関連 を分析す る 方法と し て，

重回帰分析， 判別分析 な どの 多変量解析が 用 い られ て

い る
．
さ らに ま た， 定性的な デ ー タ に 対 して も数量化

理論
6 6 抑 の 手法が 体系化さ れ

， 様々 な疾患 に お ける 計

量診断
朗購 朝
ある い は リ ス ク ． フ ァ クタ

ー

の 決定70 ト 7 2りこ

広く用 い ら れ て い る．
そ こ で 著者は ， T L G に お い ても

一

つ の造影所見 を単独 に 取り上 げず， 多く の 所見 を相

互の 関連の 程度か ら 分析 して 多元 的に 考察す る こと が

必要で ある と考 え， 数量化理論 を用 い た 多変量解析に

ょり
，
甲状腺結節の 艮悪 性診断の 計量化 を試み た ． 林柑

の数量化理論 はI 類 か らV王頼 まで あ り， 著者の研究で

は質的な外的基準が与 え られ てい る こ と から工工類 を用

い た． その 結果， カ テ ゴ リ ー ■ ウ ェ イ ト およ び偏相関

係から， 良悪性の 診断 に 重要な造影所見 は， r球状 の結

節であ るJ ， r 八 つ 頭状 の結節 で あるJ ， 仁甲状腺全体に

網状構造の 乱れ が あるJ ， 卜結節の 辺縁が 明瞭であるJ ，

r 結節の 被膜陰影が描出さ れ るJ ， r 多発性の 結節 で あ

るJ ， の 6 項目 であ る こ とが 結論さ れ， こ の 6 項目 から

算出 した判別 ス コ ア に よ る良悪 性の診断率は ， 9 7 ． 7 ％

と良好な成績 で あ っ た ．
また

， 判別ス コ ア は長音 性の

判別だ け で な く， 病理組織型 に よ っ て も
一 定の 傾 向が

あり， 判別ス コ アの 大き な順に 乳頭癌 ン 濾胞癌 ン慢性

甲状腺炎ン腺腫 様甲状腺腫ウ濾胞腺腫 で あ っ た ．

最後に ， T L G は従来 ， 造影所見の解釈 が難 しい こ と

か ら， パ タ
ー ン 分類に よ る艮悪性の鑑別 の 試み が なさ

れる
一

方， 甲状腺結節の 良悪性 の 診断に よ りも， 甲状

腺を全体像と して と ら え， その 結節の部位， 大き さ，

数を知る方法と して 考え， T L G 透視下に 結節の 穿刺吸

引細胞診や針生検 に よ る組織診を行う試 み も行わ れて

きた
4 り

． しか し， 本報の T L G 造影所見の 多変量解析の

診断率は， 細胞診や ， 組織診の 診断率に せ ま るも の で

あり
， 多変量解析 に よ る T L G 診断は， 非 常に 有用 で あ

ると考え られ た．

結 論

イ ヌ 甲状腺お よ び と 卜甲状腺切除標本 を用 い ， 甲状

腺内の リ ン パ 管の 分布お よ び油性造影剤リ ピオ ド ー ル

の拡が り に 関 して組織学的に 検討 し
，
ま た

，
1 2 0 例の

T L G 造影所見を分析 して， 以 下の 結論を得 た．

1 ． 甲状腺内の リ ン パ 管 は， 硝酸銀溶澱 で壁が洩染

識別され， 特有な形 を呈 する 一 層の 扁平な 内皮細胞壁

から成り， 周囲に 結合組織 を伴う． 十数個か ら数十個

から成る濾胞群毎 に 存在する 毛細 リ ン パ 管に 発 し， 小

葉間か ら被膜下， 被膜リ ン パ 管 へ と漸次拡大 と した．

2 ． T L G を 行っ た甲状腺組織の 脂肪染色 で は， 細 か

い粒子 と な っ た リ ピオ ド ー

ル が
， 濾胞間の 問質か ら毛

細リン パ 管 に 達し， リ ン パ 管内を流れ て 次第 に 大きく

603

な り ， 被膜下お よ び被膜リ ン パ 管 に 至 る過程が観察さ

れ た．

3 ． リ ピオ ド ー ル の 拡 が り は， 濾胞腺腰の被膜 を形

成す る結合組織や乳頭癌の 被膜様 の結合組織に も細か

い 粒子 と し て認め ら れ， 結節 内部に は殆 ど認 められ ず ，

結合組織の分布 と密接 な関係 が あ る こ と が 示 唆さ れ

た．

4 ． T L G の 造影所見は
，
病理組織像 を反映 して様々

な像 を呈 し， 特に 結節周 囲の結合組織の 状態と密接な

関係が あ っ た ．

5 ． 甲状腺結節120 例の造影所見 に つ い て

多変量解析 を行っ た と こ ろ
，
仁球状の 結節で あ るJ

，

レ1 つ 頭状 の結節で あるJ ， r 甲状腺全体に 網状構造の

乱れが あるJ ， r 結節 の辺縁が明瞭で あるJ ， r 結節 の被

膜陰影が描出 され るJ ， 仁多発性の 結節であるJ の 6 項

目が艮悪性 の 診断に 重要な造影所見であっ た ．

6 ． 多変量 解析 に よ る T L G 診 断は， そ の良悪 性の

正 診率 は97 ． 7 ％ に達 し
，
さ ら に病理 組織塾 の 予想 に も

有用で ある と考 えら れた．
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